
誠愛リハビリテーション病院を過去に受診された、または現在受診中の皆様へ 

 

誠愛リハビリテーション病院では、診療情報等を利用し、下記の研究を実施しています。研究は、特定医療法

人社団三光会の倫理審査委員会にて承認されたものです。本研究の対象者に該当される可能性のある方で、ご

自分の診療情報等を研究目的に利用してほしくない場合、また、研究について詳細にお知りになりたい場合は、

下記のお問合せ先まで、ご連絡をお願いいたします。 

 

研究承認番号 25－2849 

研究演題名 脳卒中後の実車評価で安全運転が難しいと判定された患者の特徴 

実施予定期間 倫理審査委員会承認後から 2025年 12月 31 日 

対象患者 当院入院中もしくは入院歴のある患者、また、外来通院、通院歴のある患者 

対象期間 2019 年 11月 1日から 2025 年 3月 31 日 

研究機関の名称 誠愛リハビリテーション病院 

対象診療科 リハビリテーション科 

研究責任者 氏名：吉田 久美香  所属：リハビリテーション部 

使用する資料等 診療情報より下記事項を調査します 

【基本情報】年齢、性別、疾患名、発症からの経過期間、障害名、 

【身体機能評価】 Fugl-Meyer Assessment:FMA  

【神経心理学的検査】Mini Mental State（MMSE）、Trail Making Test（TMT-J）、Frontal 

Assessment Battery（FAB）、Rey 複雑図形テスト、標準言語性対連合学習検査（S-PA）、 

脳卒中ドライバーのスクリーニング検査（SDSA）、簡易自動車運転シミュレーター（ＳｉＤＳ） 

【日常生活機能評価】Functional Independence Measure（FIM） 

【自動車運転評価】実車報告書、Driving Assessment Scale（DAS） 

研究の概要 当院を経て自動車学校での実車評価を行ったが、運転再開が不可能と判定された患者

について、その背景や要因を分析、考察し、運転再開支援チームとして今後の運転評

価や運転支援に活用することを目的としています。 

研究計画書等の閲覧等 研究計画書及び研究の方法に関する資料を、他の研究対象者等の個人情報及び知

的財産権の保護等に支障がない範囲内で提示できます。 

結果の公表 学会や論文等で発表します。 

個人情報の保護 研究する際、個人の特定につながる情報は、匿名化し管理します。学会等で発表

する場合も、個人を特定できる情報は使用しません。 

知的財産権 誠愛リハビリテーション病院に属します。 

研究の資金源 特にありません。 

利益相反 研究結果に影響を与えるような利害関係はありません。 

データの二次利用 本研究で得られたデータ等を二次利用により新たな研究を行う場合は、再度研究

倫理審査委員会の審査を受けます。 

問い合わせ先・相談窓口 リハビリテーション部 吉田 久美香    電話：092－595－1151 


